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（１）審議概観

第198回国会において本特別委員会に付

託された法律案はなかった。

また、本特別委員会付託の請願２種類31

件は、いずれも保留とした。

〔国政調査等〕

２月25日～26日、東日本大震災の被災

地における復旧・復興状況等の実情調査

のため、岩手県に委員派遣を行った。

３月13日、東日本大震災復興の基本施

策について渡辺復興大臣から所信を、ま

た、平成31年度復興庁関係予算について

復興副大臣から説明を聴取した。

同日、前記委員派遣について、派遣委

員から報告を聴取した。

３月19日、予算委員会から委嘱された

平成31年度予算中、東日本大震災復興に

ついての審査・質疑を行い、人口減少下

における東日本大震災からの復興に係る

復興大臣の見解、東日本大震災に関する

初期対応や復興施策などを様々な観点か

ら総括する必要性、復興庁の後継組織に

ついての復興大臣の見解、風評被害を根

拠とする土地改良事業の償還金に関する

救済措置を行う必要性、被災者支援総合

交付金に係る効果的な心の復興とコミュ

ニティの再生に資する取組、災害公営住

宅において増加する孤独死の現状及びソ

フト対策、三陸沿岸部における水産業等

の現状及び早期回復に向けた取組、風化

問題に係る被災地の声に対する復興大臣

の認識、震災関連死の認定基準やガイド

ラインを国として作成する必要性、福島・

宮城両県における復興道路及び復興支援

道路の開通の見通し、東京電力福島第一

原子力発電所の汚染水の海洋放出に関す

る復興大臣の見解、復興期間後の復興財

源の在り方に係る復興大臣の所見、東日

本大震災の経験・教訓等を後世に伝承す

る必要性、福島で製造された水素の東京

オリンピック・パラリンピック競技大会

での活用、大槌町の特産であるシイタケ



の生産に対する支援の必要性、富岡町に

おける地域医療再生基金を活用した医療

機関の整備の在り方、福島第一原発事故

による避難指示区域外避難者の住まいの

確保、福島県内の除染汚染土の公共事業

への再生利用を行う政府方針撤回の必要

性などの諸問題が取り上げられた。

４月10日、東日本大震災復興の基本施

策について質疑を行い、復興庁の後継組

織の在り方及び今後の検討予定、海外に

おける日本産水産物の輸入規制撤廃に向

けた取組、岩手県の水産業の復旧状況に

対する評価と今後の対策、避難区域外避

難者に係る生活実態の調査と調査を踏ま

えた支援の必要性、福島県における甲状

腺検査の受診促進に係る取組、子ども・

被災者支援法に規定された個別施策を実

施するための法律制定の必要性、被災者

支援総合交付金を活用した取組及び長期

的な被災者支援に対する復興大臣の所見、

避難指示解除後の大熊町におけるコミュ

ニティの再構築の重要性、産業となりわ

いの再生が進まない要因及び今後の取組

方針、被災地における産業人材及び外国

人材の確保策、福島県における教育旅行

の誘致の意義、復興特区における税制上

の特例措置の延長に係る検討の重要性、

風評払拭に向けた情報発信に係る取組の

実施状況、在京外交団・外務省招聘事業

等による被災地訪問の促進、中間貯蔵施

設への除去土壌の運搬に関する規制の在

り方及び経路公表の考えの有無、同施設

予定地における所有者不明土地の地権者

の調査方法、南相馬市における除去土壌

の再生利用実証事業の実施状況、災害援

護資金の償還状況及び償還免除が可能と

なる時期を見直す必要性、在宅被災者に

係る実態把握及び支援の在り方、復興関

連施策の実施状況を総括し検証する必要

性などの諸問題が取り上げられた。

５月29日、質疑を行い、復興・創生期

間中の岩手県及び宮城県における仮設生

活の解消の見通し、被災自治体における

地域コミュニティ形成に向けた支援策、

水産加工業における販路回復・新規開拓

など水産業の再生に向けた取組の強化、

福島第一原発の汚染処理水の取扱いに係

る国の小委員会における検討状況と今後

の見通し、漁業者を始めとする懸念の声

を踏まえた汚染処理水の取扱いに係る復

興大臣の見解、帰還困難区域における除

染の在り方及び除去土壌等の再生利用を

推進することの妥当性、汚染処理水の取

扱いに関し住民との合意形成に向けた議

論の場を設置する必要性、福島第一・第

二原発の廃炉に向けた具体的なスケ

ジュールに係る検討状況、福島第一原発

以外の原子力発電所への特定技能外国人

労働者の就労可否、原発避難者向け復興

公営住宅の空き室を一般公営住宅として

も活用することの是非、Ｊヴィレッジの

利活用の推進に係る復興大臣の見解、「心

の復興」事業の目的及び具体的な取組、

被災した児童・生徒の心的外傷後ストレ

ス障害（ＰＴＳＤ）に係る学校における

相談体制、集団で申し立てられたＡＤＲ

において示された和解案を東京電力が尊

重する必要性、原子力損害の範囲の判定

等に関する中間指針及び同指針の下での

東京電力の対応の在り方などの諸問題が

取り上げられた。

（２）委員会経過

○平成31年１月28日(月)（第１回） 特別委員長を選任した後、理事を選任した。



委員派遣を行うことを決定した。

○平成31年３月13日(水)（第２回）

東日本大震災復興の基本施策に関する件につ

いて渡辺復興大臣から所信を聴いた。

平成31年度復興庁関係予算に関する件につい

て橘復興副大臣から説明を聴いた。

派遣委員から報告を聴いた。

○平成31年３月19日(火)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

平成三十一年度一般会計予算（衆議院送付）

平成三十一年度特別会計予算（衆議院送付）

平成三十一年度政府関係機関予算（衆議院送

付）

（東日本大震災復興）について渡辺復興大臣、

浜田復興副大臣、あきもと環境副大臣、白須

賀内閣府大臣政務官、鈴木外務大臣政務官及

び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

平野達男君（自民）、森まさこ君（自民）、

杉尾秀哉君（立憲）、増子輝彦君（民主）、

若松謙維君（公明）、石井苗子君（維希）、

岩渕友君（共産）

本委員会における委嘱審査は終了した。

○平成31年４月10日(水)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

東日本大震災復興の基本施策に関する件につ

いて渡辺復興大臣、磯 経済産業副大臣、浜

田復興副大臣、あべ外務副大臣、滝波経済産

業大臣政務官、菅家環境大臣政務官、濱村農

林水産大臣政務官及び政府参考人に対し質疑

を行った。

〔質疑者〕

愛知治郎君（自民）、進藤金日子君（自民）、

川田龍平君（立憲）、 山勇一君（立憲）、

矢田わか子君（民主）、伊藤孝恵君（民主）、

谷合正明君（公明）、石井苗子君（維希）、

紙智子君（共産）

○令和元年５月29日(水)（第５回）

参考人の出席を求めることを決定した。

東日本大震災復興の総合的対策に関する件に

ついて渡辺復興大臣、浜田復興副大臣、浮島

文部科学副大臣、永岡文部科学副大臣、安藤

復興大臣政務官、新谷厚生労働大臣政務官、

滝波経済産業大臣政務官、上野厚生労働大臣

政務官、更田原子力規制委員会委員長、政府

参考人及び参考人東京電力ホールディングス

株式会社代表執行役副社長文挾誠一君に対し

質疑を行った。

〔質疑者〕

岡田広君（自民）、杉尾秀哉君（立憲）、増

子輝彦君（民主）、若松謙維君（公明）、石

井苗子君（維希）、山添拓君（共産）

○令和元年６月26日(水)（第６回）

請願第1130号外30件を審査した。

東日本大震災復興の総合的対策に関する調査

の継続調査要求書を提出することを決定し

た。

委員派遣

○平成31年２月25日(月)、26日(火)

東日本大震災の被災地における復旧・復興状

況等の実情調査

〔派遣地〕

岩手県

〔派遣委員〕

徳永エリ君（民主）、岡田広君（自民）、進

藤金日子君（自民）、平野達男君（自民）、

藤木眞也君（自民）、伊藤孝恵君（民主）、

杉尾秀哉君（立憲）、石井苗子君（維希）、

若松謙維君（公明）、岩渕友君（共産）


